
求人票見直しのポイント3箇条

1 採用したい方をイメージする

2 求人検索方法を意識する

3 記載内容を見直す

未経験者も経験者も同じ求人で募集する場合、未経験者からは仕事内容が難しく感じ、経験者からは
賃金下限を低く感じ、応募を控えることがあります。

もし、具体的な採用イメージがあれば、その方を意識した記載の方がマッチング率が上がります。

例１）未経験者の採用を考えている
⇒ 極力専門用語は使用せず、わかりやすい言葉にしましょう。社の研修・教育制度や入社後のキャリア
プランについても書きましょう。
「未経験の方でも基本からしっかり教えます。」といった文言を追記すると尚良いと思います。

例２）勤めている方が辞めるため、即戦力が欲しい
⇒ 必要な経験を具体的な業務や経験年数等の基準とともに書きましょう。経験○年以上の場合基本給○
万円～などと（決まっていれば）書きましょう。

ハローワークインターネットサービス（HWIS）で求人検索をした際に検索される（見つけてもらえる）
条件になっていることが重要です

・必須でない「資格、免許」「経験」「学歴」は全て「不問」にしましょう。
⇒ 業務の都合上、資格や経験が必須の場合も当然あると思います。ただし、設定することで応募率は下
がる（検索で見つけてもらえない）傾向にあるので、必須でない場合には、できるだけ「不問」とし、
面接などでご判断をお願いします！
・賃金下限の設定も重要です！
⇒ 賃金額は応募の有無にはっきりと影響がでます。
求職者は、賃金上限・下限のうち、下限を重要視し、最低賃金に設定された求人は応募を敬遠される傾
向にあります。

・ハローワークインターネットサービス（HWIS）で求人検索をしている求職者に求人票を見てもらう
には、検索結果一覧の表示内容を充実させることが重要です。
⇒「検索結果一覧」には求人内容の一部の情報のみ表示されます。この中でも特に「職種」「仕事の内
容」が重要です。「求人票の仕事の内容欄は30文字×12行で、360文字掲載できますが、「検索結
果一覧」では、30文字×3行の90文字のみ表示となります。このため、最初の3行が重要です！

求職者は求人票のどこを見ている？

・求人票のどこを見ているかをアイトラッキングにより実験した結果、「仕事内容」を最も見ているよ
うです。

⇒できるだけ詳しく、具体的に書こう。職種名や仕事内容、必要な資格・経験などが具体的に記入され
ていることで、求職者が仕事をイメージしやすくなり、疑問や不安が軽減し、応募者が増えることにつ
ながります。
正確で詳細な記入は入社後の定着率にも影響します。
ただし、「記載枠にびっしり」はかえって読まれない傾向があるのでご注意です！

事業所の方は、普段仕事を見ているので知っていること（当たり前の内容）も具体的に記載されないと
求職者には、絶対に伝わりません。
具体的な記載は、仕事のイメージがわきやすいだけでなく、採用に対する、求人者の思い、熱心さ等が
伝わり、迷っている方の応募への一押しとなります。

お問い合わせは、

ハローワーク高知

（高知公共職業安定所）

◇求人部門 088-878-5329
◇人材確保コーナー 医療・福祉・保育分野 088-878-5327

建設・警備・運輸分野 088-878-5325
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